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経
済
教
育
委
員
会

委
員
長
：
玉
城
勇　

副
委
員
長
：
上
原
喜
代
子

委
　
員
：
知
念
富
信
・
花
城
清
文
・
赤
嶺
雅
和   

　
　
　
　

 

宮
城
寛
諄
・
大
城
真
孝

給
食
費
の
収
納
率
が
約
５
倍
増

　

給
食
費
の
現
年
分
・
滞
納
繰
越

分
が
ど
ち
ら
も
向
上
し
て
い
る
。

訪
問
徴
収
か
ら｢

出
向
い
て
も
ら
い
、

分
納
誓
約
を
交
わ
す｣

方
式
に
切

り
換
え
た
結
果
と
い
う
。
特
に
、

滞
納
繰
越
分
は
約
５
倍
の
成
果
で

あ
る
と
確
認
し
た
。

○
現
年
分
【
26
年
度
分
】

収
納
率
98
・
1
％（
前
年
度
96
・
5
％
）

○
滞
納
繰
越
分
【
25
年
度
以
前
分
】

収
納
率
20
・
4
％（
前
年
度
4.1
％
）

　
　
　

※
約
５
倍
の
徴
収
率

問	

成
果
は
高
く
評
価
す
る
。
し
か

し
、
滞
納
繰
越
分
は
多
額
の
未
納

が
あ
る
。
現
年
分
の
徴
収
率
を
上

げ
た
う
え
で
、
不
納
欠
損
や
法
的

処
置
を
行
う
検
討
も
す
る
こ
と
。

答 

出
向
い
て
も
ら
う
方
式
を
継
続

し
、
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

ス
ト
レ
リ
チ
ア
の
生
産
量
が
回
復　

問	

ス
ト
レ
リ
チ
ア
は
立
ち
枯
れ(

疫

病)

に
よ
り
生
産
量
が
減
少
し
て
い

る
。
調
査
研
究
に
進
展
は
あ
っ
た
か
。

答 

平
成
26
年
度
か
ら
、
疫
病
に
対

す
る
農
薬
補
助
の
適
用
が
さ
れ
た
。

ま
た
、
花
卉
振
興
対
策
事
業
で
の

実
証
展
示
ほ
等
の
設
置
も
行
っ
た
。

そ
れ
ら
の
効
果
で
、
疫
病
の
進
展

速
度
を
抑
え
る
方
法
や
原
因
究
明

に
向
け
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。

へ
ち
ま
の
ハ
ウ
ス
栽
培
は

問 

冬
場
の
へ
ち
ま
ハ
ウ
ス
栽
培
は

生
産
等
に
問
題
は
な
い
か
。

答 

ハ
ウ
ス
栽
培
は
路
地
栽
培
と
同

じ
育
て
方
で
は
育
た
な
い
。
冬
の

ハ
ウ
ス
栽
培
の
技
術
を
模
索
中
で

あ
る
が
確
立
し
て
い
な
い
。
冬
へ

ち
ま
の
味
も
品
種
改
良
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

経
済
教
育
常
任
委
員
会

　

愛
知
県
北
名
古
屋
市
議
会
の
建

設
常
任
委
員
会
が
10
月
21
日
に
観

光
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
を
学
ぶ
た
め
本
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

○
意
見
交
換
で
学
ん
だ
こ
と

　

両
者
と
も
大
都
市
の
隣
に
位
置

し
、
通
過
す
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
、

観
光
誘
客
が
課
題
で
す
。
住
民
に

は
当
た
り
前
の
日
常
が
観
光
資
源

と
な
ら
な
い
か
、
発
見
す
る
必
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　

三
重
県
川
越
町
議
会
が
10
月
29

日
に
議
会
改
革
を
テ
ー
マ
に
本
町

議
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

○
意
見
交
換
で
学
ん
だ
こ
と

　

議
員
同
士
が
自
由
に
意
見
し
あ

う
こ
と
で
よ
り
活
発
な
議
会
運
営

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
積
極
的
な
情
報

公
開
と
住
民
を
議
会
運
営
に
巻
き

込
む
工
夫
に
よ
り
住
民
視
点
の
政

策
提
案
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

経済教育委員会は観光振興がテーマ

ストレリチア（極楽鳥花）

議会運営委員会は議会活性化を目指す

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

県
外
議
会
の
行
政
視
察
受
入
で
意
見
交
換

こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営・議
会
運
営
を
考
え
る


